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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第24期
第１四半期
連結累計期間

第25期
第１四半期
連結累計期間

第24期

会計期間
自  平成23年１月１日

至  平成23年３月31日

自  平成24年１月１日

至  平成24年３月31日

自  平成23年１月１日

至  平成23年12月31日

売上高 （千円） 7,489,036 9,542,418 39,155,751

経常利益 （千円） 549,391 340,066 4,093,315

四半期（当期）純利益 （千円） 265,538 181,671 2,155,940

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 292,737 207,499 2,210,576

純資産額 （千円） 4,516,832 6,198,604 6,344,115

総資産額 （千円） 16,006,488 23,759,191 24,514,844

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

（円） 19.56 13.38 158.82

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 27.9 25.7 25.5

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を提出しておりますので、提出会社の主要な経営指標については、記載しておりま

せん。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  第24期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

５  当社は平成23年７月１日付で普通株式１株につき300株の割合で株式分割を行っております。第24期第１四半

期連結累計期間の１株当たり四半期純利益金額は、当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定

して算定しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容に重要な変更

はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

また、重要な事象等は発生しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1)  経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、急激な円高の一服や株価の上昇を受け緩やかな回

復基調で推移しました。一方では原油価格の高騰、欧州政府債務問題の影響による世界景気の下振れ懸念

など依然として先行き不透明な状況にあります。

住宅業界におきましては、当社グループの注文住宅事業に関連の深い持家の新設住宅着工戸数は昨年

９月のフラット35Ｓの金利優遇等の政策支援縮小により調整局面にありましたが、支援策の一部が復活

し、前年同月比で６ヶ月ぶりに増加に転じており持ち直しの動きが見られました。

このような状況のもとで、当社グループ経営理念「最高品質と最低価格で社会に貢献」に基づき各事

業セグメントにおいて、お客様の嗜好にあった新商品開発、展示場作り、住宅関連サービスに関する問題

解決のための提案等に積極的に取り組み売上拡大に努めました。

その結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は95億42百万円（前年同四半期比27.4％増）、営

業利益は２億74百万円（同46.9％減）、経常利益は３億40百万円（同38.1％減）、四半期純利益は１億81

百万円（同31.6％減）となりました。

　

セグメント別の業績（セグメント間の取引消去前）は次のとおりであります。

　　①注文住宅事業

注文住宅事業におきましては、当社グループの主力事業である注文住宅分野の全国ベースの持家住

宅着工数は66千戸（前年同期比1.2％減）となりました。このような状況のもとで当第１四半期連結累

計期間において引き渡しが順調に推移したことに加え、昨年12月に当社の連結子会社となった株式会

社桧家住宅三栄が売上増加に貢献しました。また、受注拡大に向けて年初にテレビＣＭを実施し、１月

に太陽光発電システムと電力モニタ「ＨＥＭＳ」を標準搭載した「スマート・ワンＶシリーズ」を発

売、さらに、３月から春の快適エコ住宅応援キャンペーン等を実施しました。

この結果、受注棟数546棟（同19.5％増）、受注高101億１百万円（同28.0％増）、売上棟309棟（同

28.2％増）、売上高は64億円（同34.0％増）、セグメント利益（営業利益）は82百万円（同76.8％減）

となりました。
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②不動産事業

不動産事業におきましては、埼玉エリアでサイプレスガーデンシリーズの販売が順調に推移し、さら

に、昨年11月に当社の連結子会社となった株式会社桧家不動産千葉が売上増加に貢献したものの、東京

エリアでメイプルガーデンシリーズの販売が減少しました。

この結果、売上棟数35棟（同105.9％増）、売上高は13億67百万円（同20.5％増）、セグメント損失

（営業損失）は62百万円（前年同期は営業利益81百万円）となりました。

③断熱材事業

断熱材事業におきましては、原発事故による電力供給不足等から消費者のエコに対する意識の高ま

りを受け、将来の需要増に対応するため積極的に営業エリアの拡大に取り組みました。

また、原材料コストの削減等に取り組んだものの、営業所の開設費用等が増加したことや前年同期に

グラスウール不足による特需があったことも一部影響しました

この結果、売上高は11億65百万円（同5.1％減）、セグメント利益（営業利益）は55百万円（同

67.0％減）となりました。

④不動産賃貸事業

不動産賃貸事業におきましては、当社が所有するテナントビル「クッキープラザ」の収益力向上に

向けたテナントの誘致に取り組みました。

この結果、売上高は96百万円（同55.7％増）、セグメント利益（営業利益）は12百万円（前年同期は

営業損失４百万円）となりました。

⑤その他

その他におきましては、賃貸住宅事業、リフォーム・外構事業等の売上が順調に推移いたしました。

この結果、売上高は15億15百万円（同148.5％増）、セグメント利益（営業利益）は８億52百万円

（同522.8％増）となりました。

　

(2)  財政状態の分析

（総資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は237億59百万円（前連結会計年度比3.1％減）となり、

前連結会計年度末に比べ7億55百万円の減少となりました。

流動資産は143億９百万円（同3.7％減）となり、前連結会計年度末に比べ５億52百万円の減少となり

ました。この減少の主な要因は、現金預金の10億24百万円の減少、受取手形及び売掛金の１億36百万円の

減少と、一方で不動産事業の販売用不動産の６億53百万円の増加、仕掛工事物件増による未成工事支出金

の１億７百万円の増加等によるものであります。

固定資産は94億49百万円（同2.1％減）となり、前連結会計年度末に比べ２億３百万円の減少となりま

した。この減少の主な要因は、土地の売却等による有形固定資産の２億34百万円減少等によるものであり

ます。
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（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は175億60百万円（前連結会計年度比3.4％減）となり、

前連結会計年度末に比べ６億10百万円の減少となりました。 

流動負債は161億91百万円（同1.7％減）となり、前連結会計年度末に比べ２億88百万円の減少となりま

した。この減少の主な要因は、工事未払金の10億68百万円の減少、買掛金の１億47百万円の減少、１年内返

済予定の長期借入金３億80百万円の減少、未払法人税等の11億94百万円の減少と、一方で短期借入金の18

億50百万円の増加、受注契約件数増及び仕掛工事件数増による未成工事受入金の７億48百万円の増加等

によるものであります。

固定負債は13億68百万円（同19.0％減）となり、前連結会計年度末に比べ３億22百万円の減少となり

ました。この減少の主な要因は、長期借入金の３億14百万円の減少等によるものであります。

　

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は61億98百万円（同2.3％減）となり、前連結会計年度末

に比べ１億45百万円の減少となりました。この減少の主な要因は、当四半期純利益の１億81百万円と配当

金３億52百万円とによる利益剰余金１億71百万円の減少等によるものであります。

　

（自己資本比率）

当第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は25.7％（同0.2ポイント増）となりました。

　

(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4)  研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,300,000

計 48,300,000

　

②  【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年５月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,575,00013,575,000
株式会社名古屋証券
取引所(市場第二部)

単元株式数は100株であり
ます。

計 13,575,00013,575,000－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金増減額

 

(百万円)

資本金残高

 

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成24年１月１日～
平成24年３月31日

― 13,575,000― 389,900― 339,900

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、

記載することができませんので、直前の基準日である平成23年12月31日現在で記載しております。

①　【発行済株式】

平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 13,574,800 135,748
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

単元未満株式 普通株式 200 － －

発行済株式総数 　 13,575,000－ －

総株主の議決権 － 135,748 －

(注)　１　普通株式は完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

　　　２　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式75株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成23年12月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

(注)　当社は、単元未満自己株式75株を保有しております。　

　
　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年１月１

日から平成24年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年３月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けており

ます。
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１　【四半期連結財務諸表】
(1)　【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 5,555,241 4,530,787

受取手形及び売掛金 812,528 675,959

完成工事未収入金 270,768 274,712

営業未収入金 2,187 3,893

販売用不動産 5,112,971 5,766,657

未成工事支出金 2,086,701 2,194,525

材料貯蔵品 122,821 115,530

その他 906,668 758,900

貸倒引当金 △7,660 △11,360

流動資産合計 14,862,228 14,309,607

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 3,960,651 3,975,545

土地 3,800,800 3,572,721

その他（純額） 490,785 469,899

有形固定資産合計 8,252,237 8,018,166

無形固定資産

のれん 580,641 539,717

その他 76,698 132,441

無形固定資産合計 657,340 672,158

投資その他の資産

その他 781,722 797,762

貸倒引当金 △38,684 △38,504

投資その他の資産合計 743,038 759,258

固定資産合計 9,652,615 9,449,583

資産合計 24,514,844 23,759,191
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

負債の部

流動負債

工事未払金 5,058,944 3,990,029

買掛金 823,472 676,103

短期借入金 1,900,000 3,750,000

1年内返済予定の長期借入金 1,873,080 1,492,240

1年内償還予定の社債 126,800 10,000

未払法人税等 1,397,137 202,601

未成工事受入金 3,628,571 4,377,360

賞与引当金 76,656 195,507

その他 1,595,315 1,498,067

流動負債合計 16,479,977 16,191,909

固定負債

長期借入金 1,302,220 987,493

その他 388,531 381,183

固定負債合計 1,690,751 1,368,676

負債合計 18,170,728 17,560,586

純資産の部

株主資本

資本金 389,900 389,900

資本剰余金 339,900 339,900

利益剰余金 5,522,183 5,350,906

自己株式 △55 △117

株主資本合計 6,251,928 6,080,589

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,442 24,267

その他の包括利益累計額合計 3,442 24,267

少数株主持分 88,744 93,747

純資産合計 6,344,115 6,198,604

負債純資産合計 24,514,844 23,759,191
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(2)　【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年３月31日)

売上高 7,489,036 9,542,418

売上原価 5,348,669 6,898,265

売上総利益 2,140,366 2,644,152

販売費及び一般管理費 1,623,336 2,369,701

営業利益 517,029 274,451

営業外収益

受取利息 42 200

紹介手数料収入 10,724 12,893

保険事務手数料 13,628 29,606

その他 15,560 37,972

営業外収益合計 39,955 80,673

営業外費用

支払利息 6,242 10,433

その他 1,351 4,624

営業外費用合計 7,593 15,058

経常利益 549,391 340,066

特別利益

固定資産売却益 － 142,920

貸倒引当金戻入額 2,333 －

特別利益合計 2,333 142,920

特別損失

固定資産除売却損 864 3,291

減損損失 113 124,635

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 68,377 －

その他 235 28,596

特別損失合計 69,591 156,523

税金等調整前四半期純利益 482,133 326,463

法人税、住民税及び事業税 217,241 199,260

法人税等調整額 △13,262 △59,471

法人税等合計 203,979 139,788

少数株主損益調整前四半期純利益 278,154 186,674

少数株主利益 12,615 5,002

四半期純利益 265,538 181,671
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 278,154 186,674

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 14,583 20,824

その他の包括利益合計 14,583 20,824

四半期包括利益 292,737 207,499

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 280,121 202,496

少数株主に係る四半期包括利益 12,615 5,002
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【追加情報】

　

当第１四半期連結累計期間

(自　平成24年１月１日　至　平成24年３月31日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）
当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正により、「会計
上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上
の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４
日）を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 偶発債務

(1) 保証債務

当社グループの個人顧客のつなぎ融資に対して、次のとおり債務保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

個人顧客（79名） 1,240,996千円個人顧客（90名） 1,505,490千円

計 1,240,996千円　 1,505,490千円

　

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１

四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償

却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
  至  平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
  至  平成24年３月31日)

減価償却費 105,025千円 169,212千円

のれんの償却額 20,640千円 40,924千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自  平成23年１月１日  至  平成23年３月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月29日
定時株主総会

普通株式 113,1252,500平成22年12月31日 平成23年３月30日 利益剰余金

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

    該当事項はありません。

　

　

　

当第１四半期連結累計期間（自  平成24年１月１日  至  平成24年３月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月29日
定時株主総会

普通株式 352,948 26平成23年12月31日 平成24年３月30日 利益剰余金

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自  平成23年１月１日  至  平成23年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
(注)１

調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

注文住宅
事業

不動産
事業

断熱材
事業

不動産
賃貸事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,731,1801,135,2081,114,82152,8957,034,106454,929 － 7,489,036

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

45,731 － 112,5499,357167,637154,818△322,455 －

計 4,776,9111,135,2081,227,37062,2527,201,743609,748△322,4557,489,036

セグメント利益又は損失
（△）

354,92281,592168,165△4,645600,034136,879△219,884517,029

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント及びその他の収益を稼得する事業活動であ

り、賃貸住宅事業、リフォーム事業及びＦＣ事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△219,884千円には、セグメント間取引消去△73,810千円、各報告セグメントに配賦し

ていない全社費用△146,073千円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自  平成24年１月１日  至  平成24年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

　
注文住宅
事業

不動産
事業

断熱材
事業

不動産
賃貸事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 6,369,7941,367,4711,035,38475,8398,848,489693,928 － 9,542,418

  セグメント間の内部売
上高又は振替高

30,761 － 129,83921,108181,709821,228△1,002,938 －

計 6,400,5561,367,4711,165,22396,9479,030,1991,515,157△1,002,9389,542,418

セグメント利益又は損失
（△）

82,485△62,86255,46912,34487,436852,418△665,403274,451

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント及びその他の収益を稼得する事業活動であ

り、賃貸住宅事業、リフォーム事業、ＦＣ事業及び持株会社の取引を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△665,403千円には、セグメント間取引消去△524,257千円、各報告セグメントに配賦

していない全社費用△141,146千円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントの変更等に関する事項

前連結会計年度に持株会社へ移行したことに伴い、前第１四半期連結累計期間において注文住宅事業の

セグメント間の内部売上高として計上されていたロイヤリティ売上を前第３四半期連結累計期間より期首

に遡り、その他のセグメント間の内部売上高として計上しております。

このため、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、上記の変更を反映したセグメント情報を開示

しております。
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

全社資産である売却予定の土地等について、当第１四半期連結累計期間において、減損損失119,195千円

を計上しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
  至  平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
  至  平成24年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 19円56銭 13円38銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 265,538 181,671

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 265,538 181,671

普通株式の期中平均株式数(株) 13,575,000 13,574,924

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２　平成23年７月１日付で普通株式１株につき300株の割合で株式分割を行っております。前第１四半期連結累計期

間の１株当たり四半期当期純利益金額及び期中平均株式数は、当該株式分割が前連結会計年度の期首に行わ

れたと仮定して算定しております。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２４年５月１０日

株式会社　桧 家 ホ ー ル デ ィ ン グ ス
　

取　　締　　役　　会 御中

　

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ 　
　

　 　
　

指定有限責任社員
　
業務執行社員

　 公認会計士 西　　岡　　雅　　信 印

　

指定有限責任社員
　
業務執行社員

　 公認会計士 武　　井　　雄　　次 印

　
　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社桧家ホールディングスの平成２４年１月１日から平成２４年１２月３１日までの連結会計年度の第１
四半期連結会計期間(平成２４年１月１日から平成２４年３月３１日まで)及び第１四半期連結累計期間(平
成２４年１月１日から平成２４年３月３１日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対
照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社桧家ホールディングス及び連結子会
社の平成２４年３月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を
適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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